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新
解
雇
規
定

　

こ
の
間
の
学
部
長
と
の
懇
談
に
お
い
て
も
議
題
と
な
っ
た
、
先
の

就
業
規
則
に
追
加
さ
れ
た
解
雇
規
定
に
つ
き
、
三
重
大
学
教
職
員
組

合
中
央
執
行
委
員
会
は
、
８
日
、
大
学
当
局
に
そ
の
廃
止
を
求
め
て

団
体
交
渉
を
申
し
入
れ
ま
し
た
（
概
要
は
左
掲
の
と
お
り
）。

　

こ
の
解
雇
規
定
は
、
労
働
契

約
法
18
条
改
正
に
と
も
な
っ
て
、

今
年
４
月
の
有
期
雇
用
職
員
の

無
期
雇
用
へ
の
転
換
を
実
効
あ

る
も
の
と
す
る
た
め
の
就
業
規

則
改
正
で
追
加
さ
れ
た
も
の
。

同
規
則
24
条
１
項
の
解
雇
規

定
に
「
従
事
し
て
い
る
業
務
を

廃
止
す
る
必
要
性
が
生
じ
た
場

合
」「
従
事
し
て
い
る
業
務
に

係
る
資
金
の
受
入
れ
が
終
了
と

な
り
当
該
業
務
を
縮
小
す
る
必

要
性
が
生
じ
た
場
合
」「
配
属

さ
れ
て
い
る
組
織
を
廃
止
す
る

必
要
性
が
生
じ
た
場
合
」
と
の

規
定
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

団
体
交
渉
を
申
し
入
れ

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
適
用
対
象

は
、
条
文
上
、
無
期
転
換
し
た

職
員
の
範
囲
を
超
え
て
、
い
わ

ゆ
る
常
勤
の
職
員
等
に
も
適
用

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

大
学
改
革
に
と
も
な
う
組
織

廃
止
に
と
も
な
う
解
雇
の
可
能

性
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
組
合

は
廃
止
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

　

団
体
交
渉
の
日
程
が
決
ま
り

次
第
、
あ
ら
た
め
て
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。
多
く
の
み
な
さ
ん

の
ご
参
加
を
呼
び
か
け
ま
す
。

教職員の不安感を
 　　不必要に高めるただちに

廃止せよ

就
業
規
則
か
ら
の
削
除
を
求
め
て

三重大学職員就業規則２４条に追加された解雇条項に関
する団体交渉の申入れ

　……（われわれは）これらのいずれにしても、現行労働契約法お

よびいわゆる整理解雇４要件（または４要素、東京高判１９７９年

１０月２９日労民集３０巻５号１００２ページ）等により、対応が可

能であると考えます。また、４号、５号については、非常勤・有期

雇用を想定したものであれば一般の就業規則に書くのはなじむもの

ではありません。安易な解雇基準の緩和は、許されません。

　また、６号にいたっては、無期転換した労働者を対象としたもの

とされつつも、今次の労働契約法１８条改正にともなう就業規則等

改正の一環として制定された「国立大学法人三重大学無期労働契約

転換者に関する規程」とはまったく無関係の、いわゆる常勤の労働

者にも適用されるものです。したがって、条文上はその当初の追加

目的を超えたところでの運用を可能としかねないものです。この点

当局は、８月７日付けの回答において、その想定される適用の局面

として、「一般的な組織改編等においては、他部局等への配置換等

で対応することとなりますが、人員整理の必要が生じる規模の組織

の廃止については、大学の将来構想を見据え、組織の設置目的やそ

の達成度、予算等から広く判断し、学内で必要な手続きを経た上で、

大学として判断することとなる」とされています。「学内で必要な手

続き」とは何かはっきりしていないことも加味すると、この６号は、

われわれの危惧、たとえば、この６号の適用により、学部・学科の

改編・廃止に伴う常勤職員の解雇等の現実化の可能性を示すもので

す。文科省から人文学部・教育学部の再編・廃止が話題になってい

る今、この改正は、教職員の不安感を不必要に高めるものです。

　以上の理由から、われわれは、職員就業規則２４条１項４号から

６号のいずれの規定も、国立大学法人三重大学職員就業規則におい

て明示することになじまないものと考えます。この点、国立大学法

人三重大学非常勤職員就業規則９条１項４号は、解雇について「職

員就業規則第２４条の規定に準じて解雇されたとき」としています

が、いずれも準用の範囲を超えるものです。

　当労働組合は、これらの規則改正において意図された目的は、い

ずれも現行法の範囲での処理が要請されるとの認識のもとで、いず

れも三重大学の就業規則等に盛り込むにはなじまないと考えます。

われわれは、三重大学の教職員が安心して働き続ける条件を不必

要に改悪することに反対する立場から、改正三重大学職員就業規則

２４条１項４号から６号の規定を削除されるよう、要求するものです。

以　上



世
代
の
労
働
力
の
育
成
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
賃
金
と
は
仕
事
に
対
す
る
報
酬
・
評

価
と
す
る
意
見
は
、
近
代
経
済
学
の
限
界
生
産

力
説
に
近
い
。
こ
れ
に
よ
る
と
賃
金
の
大
き
さ

は
、
他
の
条
件
を
所
与
と
し
て
生
産
に
そ
の
労

働
力
を
一
単
位
追
加
的
に
投
入
す
る
こ
と
で
生

み
出
さ
れ
た
生
産
物
（
成
果
）
の
大
き
さ
と
考

え
る
。
つ
ま
り
こ
の
成
果
が
、
そ
の
追
加
さ
れ

た
労
働
力
が
生
産
活
動
で
成
し
た
貢
献
度
の
大

き
さ
だ
と
考
え
る
。

　

給
与
（
賃
金
）
と
は
何
か
と
問
わ
れ
る
と
、「
生

活
の
糧
で
あ
る
」
ま
た
は
「
仕
事
に
対
す
る
報

酬
・
評
価
で
あ
る
」
の
ど
ち
ら
か
の
答
え
が
返
っ

て
く
る
だ
ろ
う
。
こ
の
二
つ
の
答
え
は
と
も
に
合

理
的
で
あ
る
。
し
か
し
経
済
学
的
に
見
る
な
ら

ば
、
こ
の
二
つ
の
答
え
は
ま
っ
た
く
違
う
立
場
を

表
明
し
て
い
る
。

　

賃
金
と
は
生
活
の
糧
で
あ
る
と
い
う
意
見
は
、

経
済
学
的
に
は
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
生
存
費
説

に
近
い
。
こ
れ
に
よ
る
と
賃
金
の
大
き
さ
は
、

賃
金
と
引
き
換
え
に
労
働
者
が
労
働
市
場
で

売
っ
た
労
働
力
を
再
生
産
す
る
の
に
十
分
な
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
賃
金
の

大
き
さ
が
売
っ
た
労
働
力
を
再
生
産
す
る
の
に

足
り
な
け
れ
ば
、
労
働
者
は
衰
弱
し
た
り
病
気

に
な
っ
た
り
し
て
次
期
の
生
産
活
動
が
滞
る
か

ら
で
あ
る
。
労
働
力
の
再
生
産
に
は
、
現
役
労

働
者
の
健
康
で
文
化
的
な
生
活
の
維
持
と
、
次

給
与
（
賃
金
）
と
は
？

　
「
生
活
の
糧
」
か
「
仕
事
に
対
す
る
報
酬
・
評
価
」
か

深
井　

英
喜

学習コーナー

に
失
敗
し
て
い
る
。
原
因
は
貢
献
度
を
正
確
に

測
る
物
差
し
を
定
め
る
の
が
困
難
な
た
め
で
あ

る
。
特
に
労
働
組
合
が
弱
い
職
場
で
は
、
貢
献

度
を
決
定
す
る
の
は
実
質
的
に
経
営
側
の
胸
三

寸
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
恣
意
的
な
人
事
考

課
に
よ
っ
て
信
頼
が
崩
壊
し
た
職
場
内
で
の
競

争
が
職
員
間
の
共
同
労
働
を
困
難
に
し
、
逆
に

生
産
性
が
落
ち
た
の
で
あ
る
。

　

脳
科
学
の
研
究
で
、
金
銭
的
評
価
と
そ
れ
以

外
の
言
葉
等
に
よ
る
評
価
は
、
人
間
の
脳
反
応

で
は
同
じ
と
い
う
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

賃
金
は
生
活
の
糧
と
し
て
考
え
、
個
人
的
な
評

価
は
別
の
も
の
で
代
替
す
る
の
が
良
く
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

今
年
度
か
ら
、〈
年
俸
制
〉
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
年
俸
制
移
行
者
へ
の
給
与
の
支
払
い
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
に
毎
月
１
回
決
ま
っ
た
日

に
支
払
わ
れ
ま
す
が
、
退
職
手
当
が
消
滅
す
る
か
わ
り
に
、
そ
の
分
が
毎
月
の
支
給
の
日
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
、
そ
れ
に
加
え
て
、
支
給
金

額
決
定
の
際
に
業
績
等
の
評
価
制
度
が
リ
ン
ク
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
あ
ら
た
め
て
「
給
与
と
は
？
」
と
聞
か
れ
て
も
、「
よ
く

わ
か
ら
な
い
」
と
答
え
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、深
井
英
喜
さ
ん
に
「
賃
金
と
は
何
か
」
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（２）  第８４号                 週刊あのつ               ２０１５年１０⽉１３⽇（⽕）

　

こ
の
二
つ
の
説
は
、
ど
ち
ら
も
合
理
的
で
直

観
的
に
は
妥
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
所
得
分
配

の
観
点
で
は
異
な
る
立
場
に
た
つ
。
生
存
費
説

は
労
働
力
の
再
生
産
を
第
一
に
考
え
る
た
め
、
資

本
と
労
働
と
の
間
の
所
得
分
配
で
労
働
へ
の
分

配
を
優
先
し
、
そ
の
残
り
が
資
本
の
取
り
分
で

あ
る
利
潤
（
剰
余
）
と
な
る
。
限
界
生
産
力
説

で
は
、
資
本
と
労
働
が
生
産
活
動
で
そ
れ
ぞ
れ

が
な
し
た
貢
献
度
の
大
き
さ
に
応
じ
て
分
配
を

受
け
る
た
め
、
所
得
分
配
の
点
で
一
見
中
立
的
で

あ
る
。
し
か
し
実
務
上
、
個
々
人
が
生
産
活
動

に
な
し
た
貢
献
度
を
正
確
に
測
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
限
界
生
産
力
説
を
実

務
に
適
用
し
た
場
合
、
労
使
間
の
力
関
係
で
所

得
分
配
の
分
岐
点
が
定
ま
る
こ
と
に
な
り
、
実

質
的
に
は
交
渉
力
の
高
い
資
本
に
有
利
な
考
え

方
と
な
る
。

　

多
く
の
企
業
が
成
果
主
義
賃
金
制
度
の
導
入

「
企
業
へ
の
貢
献
度
」
を

正
確
に
測
定
す
る
の
は
困
難

生
存
費
説
―
―

労
働
力
を
再
生
産
す
る
費
用

仕
事
へ
の
報
酬
・
評
価
―
―

追
加
労
働
投
入
量
の
成
果


